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経済

環境

事業者名 株式会社　山口土建

社員の高齢化、環境意識の高まりを踏まえ、各種免許取得を通じた人材育成、技術移転、地元若手人材の雇
用による社員の若返りと定着に取り組む。また、省エネで高効率機械の導入を促進し、職場環境のさらなる
改善を進める。さらに、残土処分場における受入土砂のリユース率を高め、質の高い盛土材を提供するな
ど、環境、社会、経済にわたって地域密着で地域に貢献する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

若手人材の育成と技術の継承等を図るための一級、
二級土木施工管理技士資格取得者の増加

地域若手人材の雇用者数

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取
組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地域の建設事業者として元請業者、材料・燃料等の取引先、行政、地域との対話、連携をさらに深めていく。
社内においては、社員とのコミュニケーションを密にし、機械化による省力化や若手社員への技術移転など
働きやすい職場環境実現に引き続き取り組む。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

若手人材の育成と技術の継承等を図るため、特に一級、二級
土木施工管理技士資格取得者を増やす

２０２１年６人→2024年９人

残土処分場受け入れ土砂のリユース量を高める

社会

経済

環境

社会

経済 6万㎥
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認くだ
さい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

２０２１年1人→2024年までに
5人

前期の指標に対する実績

地域若手人材の雇用者数

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

土木工事という厳しい現場の職場環境改善に取り組みつつ
人材募集に取り組んだが、現実は厳しく目標未達成となっ
た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 近隣市町の工場・倉庫等建設のための農地転用・開発行為を
はじめ造成工事が増えたため目標を達成することができた。

2024年3万㎥

a 資格取得に要する経費を会社で負担し支援したが、資格取得
者の中に資格取得と同時に他社へ転職した者がおり目標未
達成となった。

項目 地域若手人材の雇用数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

残土処分場受入土砂のリユース量の増加 現状（2024年） 更新時（3年後）

２０２４年8人

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

3万㎥

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

２０２１年０㎥→２０２４年１万㎥

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年4人

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 土木施工管理技士資格者数

現状（2024年） 更新時（3年後）

8人

4人 8人

項目 受入土砂のリユース量

9人


